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第３章第１節

海岸地形と自然災害

一奄美大島笠利半島における考察一

河名俊男

琉球大学

ＫＡＷＡＮＡＴｏｓｈｉｏ

Ｕｎｌｖｅｒｓｉ１ｙｏｆｔｈｅＲyukyus

１．はじめに

本稿は奄美大島笠利半島東部のアヤマル崎と土盛地域における自然環境を、海岸地形と自然災害の

視点から考察する。海岸地形では、過去数千年間の海面変動、サンゴ礁の発達史および砂丘の形成過

程を概括し、自然災害では大津波の襲来時期を検討する。最後に、５～７世紀頃の当地域の自然環境

について推論する。

２．海岸地形一とくに完新世海面変動、サンゴ礁の発達史、および砂丘の形成に関連して＿

奄美大島の笠利半島東部には第三紀の和野層（砂岩、泥岩）を基盤として、第四紀更新世の海岸段

丘群が広く発達しており、それらの海岸の沖側には、約750ｍ以内の幅を有し、水深の浅い裾礁タイ

プの完新世サンゴ礁が発達している（図ｌ）。次ページの図２は図ｌ中のアヤマル崎や土盛付近の拡

大図である。本稿では、完新世の海面変動、サンゴ礁の発達史、および砂丘の形成過程を考察する上
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図１奄美大島笠利半島のアヤマル崎周辺地域の位置図。基図は、国土地理院発行の「数値地図2500O

開聞」（ＣＤ－ＲＯＭ版）中の「赤木名」図幅を使用。
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での指標として、ノッチ、ペンチ（波食棚)、砂質ピーチロック、礫岩ビーチロックおよびサンゴ礁

(礁原と礁池）をとりあげる（それらの地形や堆積物の模式断面図は後述の図３参照)。このうち、

ノッチ、ベンチおよび砂賀ピーチロックは過去

の海水準を推定する指標として、礫岩ピーチ

ロックは海退の指標として、礁原と礁池は過去

の海水準の推定と年代の指標として検討する。

次ページの図３は、アヤマル崎付近における

上記の地形や堆積物の模式断面図である。アヤ

マル崎付近には、第三紀砂岩を基盤とする数段

のベンチが形成きれている。これらのベンチは

詳細に見ると５段に細分される。高位から低位

に､ベンチエベンチⅡ､ペン､チⅢ、ベンチⅣ、

ベンチＶとする。このうちベンチＩは離水して

いるが、明瞭な平坦面を示さない（このためベ

ンチＩから推定される海水準については不確定

である。詳細は後述)。ベンチⅡとペンチmは

離水しており、いずれも明瞭な平坦面を有する。

ベンチⅣは潮間帯の最上部に位置する。ベンチ

ｖは潮間帯に位置し、現成のベンチである。各

ベンチの高度（各ベンチと各ベンチ背後の崖と

の境界高度）は、名瀬市小湊の平均潮位を0ｍ

として、高位から低位に、＋３．３～３６ｍ、＋

2.4～２．５ｍ、＋１．７～２．１ｍ、＋Ｃ､５～０．８ｍ、－

０．１～＋ｑ３ｍである。ベンチの高度からは、当

時の海水準（平均潮位）を厳密には議論できな

いが、各ベンチの高度よりもやや高いレベルが

各ベンチ形成時の平均潮位と考えられる。

と呼ばれ、過去の海水準（平均潮位）を推宗す
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図２アヤマル崎および土盛付近の位置図（図１⑳拡

大図）（基図は図１と同様）

ノッチの最も窪んだ箇所の高度はノッチ後退点高度と呼ばれ、過去の海水準（平均潮位）を推定す

る上で有効な高度である。図１に示される笠利の北方の海岸に発達するノッチの後退点高度は＋0.8

～1.3ｍを示す。図２の地域では、「子抱き岩」仁の岩の性格については後述）以外には明瞭なノッ

チが存在していない。子抱き岩のノッチ後退点高度は約＋１ｍで、図１の笠利北方のノッチ後退点

高度と同程度である。子抱き岩のノッチ後退点高度は上述のベンチⅣの高度（＋０．５～0.8ｍ）に近く、

それよりもやや高いレベルにあるので、〒抱き岩のメッチはペンチⅣに対比される。子抱き岩に付着

するサンゴ化石のＣ-14年代は、3170±70yｒＢＰ（NU-1003）と3095±75yｒＢＰ（NU-1004）を示す。こ

れらの年代値は、ほぼ同レベルの箇所から採取された別鋤サンゴ化石のＣ-14年代（33,0±l35yrBP：

TH-148）（中田ほか，1978）にも近い値である。以上の年代値は未較正値（m量asur急dradiocarbona鋲）

であるので､Stuiverer屡』．（1998）の較正方法により暦年代（１び）に較正すると、317U±70ｙｒＢＰと

3095±75ｙｒＢＰは、各々、３５５２（3452）3367calＨＰと3459（3368）3305calBPに較正苔れ愚。

（注:calBPの表記中の括弧内の数字は、暦年代に較正される前のconventionalage中のinterceptの年

代値に対応する暦年代値。例：conventionalageのａ±ｂｙｒＢＰの中のａは、暦年代では括弧内の数字
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